
提

出

者

辻

元

清

美

平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日
提
出

質

問

第

二

〇

号

「
戦
争
犯
罪
人
」
と
「
戦
争
責
任
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

20



「
戦
争
犯
罪
人
」
と
「
戦
争
責
任
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

小
泉
首
相
は
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
一
七
日
、
東
京
・
九
段
の
靖
国
神
社
を
参
拝
し
た
。
小
泉
首
相
の
靖
国
神
社
参
拝
に
つ
い

て
ア
ジ
ア
各
国
か
ら
批
判
が
相
次
ぎ
、
中
国
・
韓
国
が
日
本
と
の
首
脳
会
談
を
拒
否
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
小
泉
首
相
は

「
外
国
政
府
が
心
の
問
題
に
介
入
し
て
、
外
交
問
題
に
す
る
の
は
理
解
で
き
な
い
」
と
発
言
し
、
さ
ら
な
る
対
立
が
生
ま
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
六
年
一
月
二
五
日
、
小
泉
首
相
は
、
参
議
院
本
会
議
に
お
い
て
「
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
い

て
、
中
国
、
韓
国
以
外
に
私
の
靖
国
参
拝
を
批
判
す
る
国
は
な
い
。
ど
こ
の
国
の
首
相
も
参
拝
を
批
判
し
た
こ
と
は
な
い
」
と

発
言
し
、
韓
国
首
相
が
強
い
遺
憾
の
意
を
示
す
事
態
を
引
き
起
こ
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
日
本
の
国
際
的
信
頼
を
守
る
た
め
に
は
、
戦
争
責
任
に
対
す
る
我
が
国
の
姿
勢
を
明
確
に
し
、
平
和
に

関
す
る
国
際
的
な
枠
組
み
を
再
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

一
九
九
一
年
一
〇
月
一
日
付
け
の
吉
岡
吉
典
参
議
院
議
員
の
質
問
主
意
書
に
対
す
る
同
月
二
九
日
付
け
の
答
弁
書
の
中

で
、
政
府
は
、
極
東
国
際
軍
事
裁
判
で
有
罪
と
な
っ
た
Ａ
級
戦
争
犯
罪
人
に
つ
い
て
「
赦
免
さ
れ
た
者
は
い
な
い
」
と
回
答

し
て
い
る
。
ま
た
関
係
諸
国
政
府
に
よ
る
減
刑
の
処
分
決
定
に
は
理
由
が
付
さ
れ
て
い
な
い
と
回
答
し
て
い
る
。

一



政
府
は
Ａ
級
戦
争
犯
罪
人
が
減
刑
さ
れ
た
こ
と
を
も
っ
て
対
象
者
の
名
誉
が
回
復
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
か
を
明
ら
か
に

さ
れ
た
い
。

二

二
〇
〇
五
年
一
〇
月
一
七
日
付
け
の
野
田
佳
彦
衆
議
院
議
員
の
質
問
主
意
書
に
対
す
る
一
〇
月
二
五
日
付
け
の
答
弁
書

で
、
政
府
は
、
平
和
条
約
第
一
一
条
に
よ
る
極
東
国
際
軍
事
裁
判
所
及
び
そ
の
他
の
連
合
国
戦
争
犯
罪
法
廷
が
科
し
た
刑
に

つ
い
て
、
「
そ
の
刑
は
、
我
が
国
の
国
内
法
に
基
づ
い
て
言
い
渡
さ
れ
た
刑
で
は
な
い
」
と
回
答
し
て
い
る
。

以
下
の
各
戦
争
に
つ
い
て
、
日
本
の
国
内
法
で
戦
争
責
任
を
問
わ
れ
、
刑
を
科
せ
ら
れ
た
者
が
い
る
か
を
明
ら
か
に
さ
れ

た
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
戦
争
に
つ
い
て
そ
の
戦
争
責
任
は
誰
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
（
戦
争
責
任
を
負
う
者
は
い
な
い

と
考
え
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
）
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
�
）

一
九
四
一
年
一
二
月
に
開
始
さ
れ
た
米
国
、
英
国
等
と
の
戦
争

（
�
）

一
九
三
一
年
九
月
に
開
始
さ
れ
た
中
華
民
国
と
の
戦
争
（
い
わ
ゆ
る
「
『
満
洲
』
事
変
」
）

（
�
）

一
九
三
七
年
七
月
に
開
始
さ
れ
た
中
華
民
国
と
の
戦
争
（
い
わ
ゆ
る
「
日
中
戦
争
」
）

三

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
が
発
効
し
た
後
に
訪
日
し
た
国
家
元
首
の
な
か
で
、
日
本
側
が
靖
国
神
社
参
拝
を
要
請
し

た
者
は
い
る
か
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
い
る
場
合
に
は
、
い
つ
、
誰
に
対
し
て
要
請
し
た
か
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二



四

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
が
発
効
し
た
後
に
訪
日
し
た
国
家
元
首
の
な
か
で
、
靖
国
神
社
を
参
拝
し
た
者
は
い
る
か

を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
い
る
と
す
れ
ば
、
い
つ
、
誰
が
参
拝
し
た
か
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

二
〇
〇
五
年
一
〇
月
二
〇
日
、
ヘ
ン
リ
ー
・
ハ
イ
ド
米
下
院
国
際
関
係
委
員
長
は
、
小
泉
純
一
郎
首
相
を
は
じ
め
と
す
る

日
本
政
府
関
係
者
ら
の
靖
国
神
社
参
拝
に
強
い
遺
憾
の
意
を
表
明
す
る
内
容
の
書
簡
を
日
本
政
府
に
送
り
、
そ
の
中
で
、

「
靖
国
神
社
は
・
・
・
太
平
洋
戦
争
を
引
き
起
こ
し
た
軍
国
主
義
的
志
向
の
象
徴
と
な
っ
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

政
府
は
、
こ
の
指
摘
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

六

政
府
は
、
ハ
イ
ド
米
下
院
国
際
関
係
委
員
長
の
右
書
簡
に
対
し
、
返
書
の
送
付
そ
の
他
何
ら
か
の
意
向
表
明
を
行
っ
た
か

を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
行
っ
た
と
す
れ
ば
そ
の
詳
細
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

七

二
〇
〇
五
年
五
月
一
八
日
、
首
相
と
し
て
の
初
訪
日
を
前
に
し
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
リ
ー
・
シ
ェ
ン
ロ
ン
首
相
は
、
小
泉

首
相
の
靖
国
神
社
参
拝
に
つ
い
て
、
「
こ
の
地
域
で
日
本
の
占
領
を
経
験
し
た
国
に
悪
い
記
憶
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
」
「
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
人
を
含
む
多
く
の
人
に
と
っ
て
、
靖
国
参
拝
は
日
本
が
戦
時
中
に
悪
い
こ
と
を
し
た
と
い
う
責
任
を
受
け
入
れ

て
い
な
い
こ
と
の
表
明
、
と
受
け
取
れ
る
」
と
発
言
し
、
大
き
く
報
道
さ
れ
た
。

し
か
る
に
、
小
泉
首
相
は
二
〇
〇
六
年
一
月
二
五
日
の
参
議
院
本
会
議
で
「
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
い
て
、
中
国
、
韓
国
以
外

三



に
私
の
靖
国
参
拝
を
批
判
す
る
国
は
な
い
。
ど
こ
の
国
の
首
相
も
参
拝
を
批
判
し
た
こ
と
は
な
い
」
と
発
言
し
て
い
る
。

小
泉
首
相
は
、
リ
ー
首
相
の
右
発
言
内
容
を
知
っ
て
い
る
か
。
知
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
参
議
院
本
会
議
で
の
右
発
言

は
、
い
か
な
る
根
拠
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
も
の
か
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
参
議
院
本
会

議
で
の
右
発
言
を
訂
正
な
い
し
撤
回
す
る
意
向
が
あ
る
か
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

八

二
〇
〇
六
年
一
月
二
〇
日
、
小
泉
首
相
は
施
政
方
針
演
説
の
中
で
、
中
国
・
韓
国
と
の
関
係
に
つ
い
て
触
れ
、
「
一
部
の

問
題
で
意
見
の
相
違
や
対
立
が
あ
っ
て
も
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
「
一
部
の
問
題
」
と
は
何
を
指
す
の
か
を
明
ら

か
に
さ
れ
た
い
。
中
国
政
府
、
韓
国
政
府
と
意
見
の
相
違
な
い
し
対
立
が
生
じ
て
い
る
理
由
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る

か
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


